















2 ・ 1 試薬
比色試薬として、ドータイト試薬パソフェナントロリン、パソクプロイン、 Nーベン
ゾイルーNーフェニルヒドロキシルアミン (BPA) 、1.3ジアミノー 4- (5 ブロモー
2- ピリジルアゾ)ベンゼン (5-Br-PADAB)、サリチルアルデハイドー 2-オキサニ
ル (SAPH) 、クロマズロールS を用いた。また、 o-NPOEはドータイト試薬、 PVC
はn=llOO の和光純薬、テトラヒドロフラン (THF) 、酢酸等試薬は特級試薬(和光純
薬工業製)を使用した。




比色試薬は、パソブエナントロリン、パソクプロイン、 BPA、 5-Br-PADAB、 SAP
H、クロマズロールS を用いて、感応膜を作製した。
例えば、パソフェナントロリンの場合、パソフェナントロリン0.0363g、 PVC 1.28 










cm) を 2 枚用意し、一方のプレートに
直径0.45cm の孔をあけた。孔の容積は























Fig. 1 Slructure of concentrating board 
3 結果と考察
3 3. 1 感応膜と金属イオンの錯形成
2. . 3 の感応膜の作製操作に従い、
パソフェナントロリン、パソクプ













パソフェナントロリン Fe2+, Ru2+ 
ノてソクプロイン Cu+ 
BPA V , Fe, Nb，百
5 -Br-PADAB Co, Fe, Cu, Ni, Zn 
S A P H CU,Al 












3. 2 パソフェナントロリンー PVC膜によるFe2+の定量
3. 2. 1 スポットの発色モデル
試料水中で還元された配位子 6 を持つ鉄 (II) イオンは、膜表面でバソフェナントロ
リン(L) と 1 対3のモル比で錯イオン [Fe. L212+ を形成し、更に陰イオン(C[) と対イ
オンを生じて、鉄 (U) イオン、バソフェナントロリン及びcrとそれぞ、れ1: 3:2 のモ
ル比から成る中性錯体[Fe • L3 ・ 2C日を形成し膜中に濃縮される。




3. 2. 2 測定法
2. 3 の感応膜の作製操作に従い、感応膜を作製した。溶液の調整は、鉄イオンを含
む試料溶液に、 L(十)ーアスコルビン酸水溶液 (Fe3+→Fe2+)、塩化カリウム水溶液、 pH
5.0 の酢酸ー酢酸ナトリウム緩衝溶液を加えて10 crn3とした この溶液をマイクロシリ
ンジを用いて15μ1 採取し、 2. 4 の操作に従い、波長538nm で吸光度を測定した。








膜界面で形成された [Fe ・ L3] 2十とイオン対を生じる対イオンの種類に対するスポッ
トの吸光度を検討した結果、 Cl ーを対イオンとしたときが最も高い吸光度が得られ、次
いで Iーが良好であった。 r を用いた場合、膜がやや黄色味をおび、パックグランドが

















μl 採取し、 2. 4 の操作に従い、波長480nmで吸光度を測定した。
その結果、スポットの吸光度は銅イオン濃度の上昇とともに増加し、両者の簡に比例
関係が成立した。
4 まとめ
本研修では、回相媒体に高感度比色試薬を含有したPVC膜を用いて金属イ才ンの定
量法を検討した。その結果、パソフェナントロリン-PVA膜では被検溶液15μ1で2ppm
のFe2十、バソクプnイン-PVA膜では被検溶液20μtで2PPlnのCu+を定量するととがで
きた。
本法は、従来の液ー液抽出法の利点に加えて、 (1) 小体積の媒体への濃縮が容易に
行えるので微量定量が可能、 (2) 間相の体積を小さくすることにより高価な比色試薬
を用いる場合のランニングコストが抑えられる、 (3) 液ー液抽出でしばしば問題とな
るエマルション生成が皆無、 (4) 有機溶媒による二次的環境汚染の問題が著しく低減
される、などの利点を有している。加えて、定量操作も簡便である。
しかし、被検溶液量が少ないため、やや再現性が悪、く、感応膜作製時の均一化に工夫
が必要である。
また、実試料への応用を課題としていたが、妨害イオン種等の検討ができなかったた
め、実試料への応用ができなかった。今後の課題としたい。
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